
 
 

 
１ はじめに 

 高森高校は、「一人一人が輝く学校」をスローガ

ンに、新しい取組に常にチャレンジしている。そ

の中でも、ＡＬとならび効果的なＩＣＴの活用を

研究しているが、生徒のＩＣＴ技術の習得スピー

ドは早く、教師も楽しくなる取組となっている。 
２ 「総合的な学習の時間」での取組 

目 的 ２年次は「自己を見つめる」をテーマに

した取組を行っている。そのなかで、学校生活を

振り返り、自己や学校に対する肯定感を高め、さ

らには表現力等を育成するために、学校紹介番組

を制作した。 
方 法 １年次の活動で、ＰＣ等に興味・関心の

高い生徒に、担当教師がつきビデオ等の編集作業

の指導を細かく行った。２年次は、その５人の生

徒が活動のリーダーとなった。 
生徒は、プロデューサー、カメラマン、アナウ

ンサー、編集にわかれそれぞれの技術を習得し、

その一人ずつがチームを組み番組を制作した。 
地域連携 高森町には町が運営するケーブルテ

レビ「たかもりポイントチャンネル」があり、町

内各校の様子が放送されている。その中で、本校

の生徒が制作した番組も放送され、町内の家庭で

視聴されている。 

３ 今年度の代表的な教科での取組 

地歴・公民 世界史の学習の中で、中国王朝名を

覚えることはとても難しいと感じた１年生が、動

画作成を思いつき、「アルプス一万尺で中国王朝マ

スター」という作品を完成させた。その結果、興

味・関心が高まり、理解も深まった。 
体 育 地域の人の体力向上のため、年齢に応じ

たオリジナルエクササイズを考案。地域に発信す

るため、タブレットＰＣを活用して魅力ある動画

を作成しようと主体的に活動することができた。 

 
 
 
 
生 物 実験をタブレ

ットＰＣで記録し、レポ

ートを作成した。写真や

動画をタブレットで直

接撮影することで簡単に写真付きのレポートを作

成できた。また、結果を何度も見直す事ができ、

考察も深まった。 
４ その他の取組 

生徒会 生徒会は、相手が嫌だと思ったら、それ

は「いじめ」だということを、全校生徒で確認す

るために事例を説明する動画を制作した。全校集

会で視聴し、意見を出し合うことで共通理解をも

つことができた。 
部活動 陸上競技部では、投てき種目の生徒が、

フォームを確認するために、タブレットで動画を

撮影し、腕の角度と飛距離の関係を考察するなど

科学的な分析を行った。 
５ 職員の研鑽 

８月の職員研修で、Ｉ

ＣＴ活用実践事例を学

び、１２月までに全職員

が実践し、レポートを提出することにしている。

その取組は様々だが、積極的な生徒の様子を見て、

職員は触発され、さらなる活用法を考えるように

なっている。また、職員相互のアドバイスや技術

指導も自然に行われ、職員が「やりたい」と思っ

たアイディアを実現できる環境にある。 
６ まとめ 

 「平成２８年度くまもとＩＣＴコンテスト」に

おいて、作品部門で「優秀賞」と「入選」を、学

校活用部門では「最優秀賞」を受賞した。表彰式

に参加した生徒は、自分たちの活動が認められて

いることを強く実感していた。実践した内容を、

広く発表していくことは重要だと感じた。 
平成２９年度からは「産学官連携によるＩＣＴ

教育推進事業」がスタートする。生徒が推し進め

てきたＩＣＴの活用を、職員が後押しできる環境

が整うことをうれしく思っている。 

高森高校生が推し進めるＩＣＴの活用 

熊本県立高森高等学校 



チャレンジショップ】 

【饅頭づくり・販売作業】 

【トマトの定植・手入れ】 

２年生 商工店作業体験 

３年生 バザー体験 

１年生 農作業体験 

】 

 

 

 

～コミュニティ・スクールでキャリア教育に取り組み、文部科学大臣賞を受賞しました！～

氷川町及び八代市中学校組合立氷川中学校 

 

平成１９年に氷川中学校はコミュニティ・スクール（ＣＳ）

の指定を受け、学校運営協議会を基盤にした、地域とともに

ある学校づくりを推進してきました。ＣＳの取組の一環とし

て、町を舞台に、町の大人たちが直接生徒たちと向かい合い

キャリアを育む教育に取り組んでいます。 

 １年生は、町内の農家に２日間通い農業体験に取り組んで

います。２年生は、町の商工店に２日間通い販売体験や製造

作業体験を行います。以前は、農業・職場体験を通して、生

徒の職業観を育てることに重点を置いていましたが、現在は

さらに、生徒の故郷を大切に思う心と、自分にできることで

地域に貢献しようという意識を育てることを主な目的として

います。生徒は２日間の経験を通して、町の農・商工の現状

を理解し、働く人の思いや苦労に気付いています。また、町の

大人たちから、働く態度をほめられたり、指導を受けたりしな

がら物産や商品に込められた思いも気付きます。 

そして、農家・商工店の活性化のために自分たちに何ができ

るかを考え、その思いを具現化するために３年生ではバザー体

験を実施します。３年生は『チャレンジショップ』と称したバ

ザーを２日間実施します。１・２年生時の経験を活かし、体

験をさせていただいた農家や商店から物産や商品を自ら仕入

れて、社会科で学んだ経済の知識をもとに小売値を決めてグ

ループごとに出店し販売します。また、美術科や総合的な学

習の時間にポスターやチラシを作成し、生徒たちが事前に町内

の方々にバザーのＰＲも行っています。バザー当日は、祭りの

法被を着た生徒たちが威勢の良い掛け声でお客を自分たちの

出店に導き、商品の説明をしています。農家や商店の厚意もあ

って安く仕入れた商品は安く販売できることもあり当日はた

くさんの町の人たちがお客として来店し賑わっています。 

 この取組には氷川町商工観光協会と商工会からの協力もあ

ります。３か月程前から、出店場所や販売する商品開発、衛生

管理、集客方法等について、教職員と生徒たちに指導をいただ

いています。また、バザー当日も生徒たちへの積極指導や食場

設営の支援をいただいています。 

 １～３年生までのこの系統ある体験学習は、町の大人たちが

生徒たちと本気で向かい合い、故郷を大切に思う心を育てるキ

ャリア教育につながっています。 

 以上のような取組により、平成２８年１１月に「第１０回キャリア教育優良学校文部科学

大臣賞」の受賞が決定し、平成２９年１月１７日東京都で表彰式が行われました。       



 

熊本県立翔陽高等学校 
 
 
本校のエコロジー系列では、造園について学習をしています。庭園造りは、卒業を控

えた３年次生が集大成として毎年行っている取り組みです。材料の検討を行っている段

階で、年度当初に発生した熊本地震によって多くの震災ゴミが出ていることを知りまし

た。震災ゴミを再び加工して庭園の材料に利用することで、時とともに薄れていく災害

の記憶を残すとともに、「震災に負けずに復興に向けて頑張ろう！」という翔陽高校エコ

ロジー系列からのメッセージを込めた庭園を造ることにしました。 

 

 

校内の 4か所を候補地として挙げ、場所の状況等を考えながら私たちの目的に一番近

い場所を 2か所選びました。その結果、体育職員室横と自動販売機横に決定しました。

また、コンセプトを決めどのような庭園要素を取り入れて庭園施工を行うかを話し合い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《体育職員室横》            《自動販売機横》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津町役場の環境保全課にご協力いただき、震災ゴミ

を譲っていただきました。災害ゴミは均一なものが少な

く、使える材料を探すのに苦労しました。また、木材な

どは強度に問題がないかを確認する必要がありました。 

取り組みまでの経緯 

「復興の庭」 ～震災ゴミを材料とした庭園造り～ 

計画 

材料の調達 

通路を挟んでグラウンドがあるため、体

育の授業等で生徒が立ち寄ったり、休日

には部活動を見学する保護者が集まる

場所です。高木が数本とコンクリ－トベ

ンチが数個あるだけで、憩いの場とは言

いがたい場所です。この場所を生徒・保

護者が和める「憩いの場」にするために

花壇やパーゴラを取り入れた洋風庭園

にする計画を立てました。 

この場所は売店と自動販売機に近く、

休み時間に生徒が多く通る場所です。

狭い範囲に多くの樹木が植栽され、日

光が届かず暗いため生徒たちが立ち寄

ることはほとんどありません。この場

所を生徒が休み時間に休憩できるよう

に、座る場所を多く取り入れた和風と

洋風が複合した庭園を造ることにしま

した。 



 

 

パーゴラ（洋風の木製棚）をメインとし、レンガ製の花

壇を併設し、パーゴラの下でくつろぎながら花を楽しめる

ようにしました。また、パーゴラまで誘導するように通路

を設け、ウッドチップで舗装しました。花壇の手前には芝

ベンチをつくり、お弁当を広げてくつろげるスペースも設

置しました。用いた材料の８割ほどは震災ゴミを使うこと

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場所は細長い形状の土地だったため、左側半分

を和風庭園、右側半分を洋風庭園にしました。和風庭園

は枯山水式庭園にし、竹垣や灯籠など和風の庭園要素を

盛り込みました。洋風庭園は、パーゴラを立てその周辺

をウッドチップや割れ瓦で舗装し、地面に変化を持たせ

ました。また、ベンチや座る場所を多く取り入れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用した材料の７割ほどを震災ゴミの再利用でまかなうことができました。利用でき

たものは、木材、瓦、レンガ、石材などであった。整った材料ではないため、不格好な

部分もありますが、再利用していることが表現でき、私たちのメッセージが表せたと思

います。しかし、震災ゴミは再利用できる材料を探すのが難しく、材料の調整に時間が

かかりました。材料として使用した震災ゴミはわずかで、まだ多くの震災ゴミがあり、

それらも考え方次第で様々な活用法があると感じました。この取り組みを通して、物の

ありがたみや、地震の恐ろしさ等を改めて感じることができました。 

体育職員室横の庭園施工 

自動販売機横の庭園施工 
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普通科人文コース「研究授業」 

同時に、家政科学科、ビジネスマネジメ

ント科、園芸科学科・造園科におい

ても「公開授業」を実施しました。 

ゲーム感覚の中、生徒同士の 
コミュニケーションも活発に 

 
 
 
 

 

１ 研究指定校として 

本校は、平成２７年度から研究指定校として、いじめ防止等を含めた生徒指導上の

諸問題の改善に資する調査研究を推進しています。 

本校の研究は、テーマを「困難に負けない北稜生、これからの社会を逞しく生きて

いく北稜生」の育成とし、生徒自身が自己を見つめ、自己を知る力や自己肯定感を高

めさせ、ストレスマネジメント力を身に付けさせるために、生徒同士の心の結びつき

を深め、人間関係を豊かにする集団づくりを図ることを目的としています。また、教

職員の実践的指導力の向上とスキルアップに繋げ、研究の成果を県下の各学校に普及

させることによって、いじめの防止等を含めた生徒指導上の諸問題の改善に資するこ

とを目指しています。 

２ 公開（研究）授業について 

開催日時：平成２９年３月３日(金)  １３時２５分～１５時５０分  

参 加 者：４３名（県教育委員会・県立学校教職員） 

＜２年生テーマ：話し合いのスキルを学ぶ＞ 

【主題名】「意見を調整し合意を図るスキルを身に付けよう ～月からの脱出～」 

クラス：普通科人文コース ２年１組 

授業者：教諭 井芹 知弘  教諭 髙野 尚美 

第２学年の学年別研究テーマ「話し合いのスキルを

学ぶ」に基づき、話し合いによって意見を調整し合意

を図るスキルをトレーニングし、互いを認め合い、人

間関係を築くことをねらいとして授業を行いました。 

今回のプログラム「月からの脱出」は、設問に対し

てグループ全員の合意（コンセンサス）により結論を

出す「コンセンサス・ゲーム」の一つです。話し合い

の中で自分の気持ちを伝えることや、自分の意見を変

えるときは相手の意見を十分聞き、納得して変えるな

どの体験を通し、話し合いのルールを学びスキルを習

得するととともに、互いを認め合いながら人間関係を

築くことの大切さについて理解を深めました。また多

くの生徒が、ルールに則った話し合いによってコンセ

ンサスを得た解答の方が個人で考えた解答よりも正

解との誤差が小さいことを知り、話し合うことの重要

性に気付くことができました。 

授業の展開は次のとおりです。 

初めに導入（５分）として、電子黒板を用いたプレ

ゼンテーションで「コンセンサス・ゲーム」の意味を

明確にした上で、その目的を知る。 

平成２８年度心のきずなを深めるモデルプログラム 

研究指定校事業に係る公開（研究）授業 

                       （熊本県立北稜高等学校）



【「心のきずなを深める」ためのポスター・標語】 

＜最優秀賞＞「お互いを つなげる言葉 ありがとう」 

＜優 秀 賞＞「また明日 その一言が 自分の励み」 

合評会（取組報告）の様子 

（本校から2作品が入賞しました） 

（ＩＮＩ作成のポスター） 

次に展開（４０分）として、 

（１）「月からの脱出」の「設問」を読ませ、自分の結論を考え、ワークシートに記

入（ルール①）。 

（２）ワークシートに、グループのメンバーの名前とそれぞれの結論を記入。 

（３）「話し合いの心がけ」として、話し合う際の注意点を確認（ルール②）。 

（４）グループ全員のコンセンサスで結論を出し、ワークシートに自分の結論とグル

ープの結論を記入させ、解説のプリントを見て正解との差を記入。 

最後にまとめ（５分）として、グループでの話し合いの様子や自分の発言等につい

て振り返り、互いに認め合いながら人間関係を築くことの大切さを学ぶ。 

３ 合評会について 

まず、本年度の取組状況を報告しました。 

本校では、研究テーマの達成を目指し、１年次に「アサ

ーション」、２年次に「話し合いのスキル」、３年次に「ス

トレスマネジメント」と、３年間を系統立ててプログラム

に取り組んでいます。 

また、心のきずなを深めるプロジェクト会議、いじめ防

止対策会議、心のアンケート（いじめ実態調査）及び心と

体のチェックリスト等の活用、さらに生徒主体の活動組

織として「いじめなくそう委員会（ＩＮＩ）」において、

北稜高校版「心のきずなを深める五箇条」の作成、熊本

地震復興支援ボランティア活動（熊本市・益城町：５月）、

農作業ボランティア（西原村：７、９、１１月）等につ

いて報告をしました。 

次に、研究授業の合評会では、授業者（担任）から、

当該クラスには「男女の仲を良くできないか」という課

題があり、県教育委員会作成の「児童生徒が生活上の困

難・ストレスに直面した時の対処方法を身に付けるため

の教育・プログラム集」から題材を選び授業に取り組み

ました。男女がどのように話し合いをするか心配だった

が、予想を超えた活発な話し合いの光景が見られ、担任

としてうれしかったなどの自評がありました。 

本校では、１学期にも「心のアンケート」を実施することによって、学校生活に対

する不安や課題を早期に発見し、面談等の対応に繋げています。また、いじめなくそ

う委員会（ＩＮＩ）が、「北稜高校版心のきずなを深める五箇条」の策定という大き

な目標に向かって活発に活動し、北稜祭（文化祭）でステージ発表をすることによっ

て、全校生徒の意識を高めることができました。さらにこれらの取組によって、教職

員にも、生徒の言動に表れる小さないじめの兆候を見逃さず、気付いたその場で適切

に指導するという意識が芽生えてきています。 

今後もさらに、いじめ防止等の

「心のきずなを深めるモデルプロ

グラム」の研究を推進していきたい

と考えています。 




